
 

 
 

朝夕は爽やかな風が吹き、虫の音に秋の訪れを感じる季節となりました。おかげさまで夏休み中

に大きな事故やけがもなく、落ち着いて２学期をスタートすることができました。 

２学期には、創校 150周年記念式典もあり、記念事業実行委員会の方が中心になっていろいろな

計画を進めてくださっています（裏面参照）。子供たちと一緒に思い出に残るものにしたいと思い

ます。そして、子供たちが、目標をもっていろいろなことに前向きにチャレンジし、大きく成長す

る実りある学期になるように、教職員一同力を合わせて取り組んでまいります。 

今学期もご支援、ご協力をお願いいたします。      

 

始業式では子供たちへ次のようなお話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校児童が、自分が育てたい心を決めてカードに書きました。「やさしい心」「友達を大切にする心」「あき

らめない心」など、一人一人が自分を見つめ考えていました。２学期末に自分の心がどのように育ったか振

り返りの場を設定したいと思います。 

令和６年９月 17日 

         学校だより 射水市立作道小学校 

２３１号   

心は使うほどに成長する  
私たちの筋肉は、トレーニング等によって繰り返し動かした部分が発達していきます。このことは、「活動

性肥大の法則」と呼ばれるそうです。また、使わない筋肉は衰えていくというのも、皆さんも聞いたことがあ

るかもしれませんね。私たちの心にも、同じことがいえます。よい心を使えば使 

うほど、もっとよい心に成長します。そして、よくない心を使えば使うほど、もっと 

よくない心に成長するのです。 

人の気持ちを考えて行動する優しい心や思いやりの心をいつも使ったり、進 

んで正しいことを実行する誠実な心を使ったりすれば、たくさんの友達ができた 

り、周りの人から信頼されたりすることにつながり、自分も周りの人も楽しく生活で 

きることでしょう。 

反対に、人の嫌なことを言ったり、ルールを守らなかったりして自分さえよければよいという心ばかり使う

と、どんどんその心が成長し、人の気持ちを考えられない自分勝手な人になってしまうかもしれません。そ

んな人になってしまうと周りの人も嫌な気持ちになったり、困ったりしてしまいます。 

でも、心は急に成長するわけではありません。「よい心」が大きく育っていくよ 

うに、日常のあらゆる場面で意識してはたらかせるといいですね。 

「よい心」の人が増えれば、作道小学校はもっともっと、やさしさ溢れる学校に 

なると思います。２学期は、まず自分がどんな心を育てたいか決め、取り組んで 

みましょう。 

そして、２学期も幸せ合言葉「あいさつ、ありがとう、あったか言葉・行動、あきらめない」を合言葉に自

分の力を高めていきましょう。 



 

 

ぼくは、すいえいをがんばりました。さいしょは

もぐれなかったけれど、あきらめずにれんしゅうし

ておよげるようになりました。    １年 N さん 

にんじゃむらのアスレチックですごくたかいとこ

ろにのぼれました。「がんばるぞ」のきもちがだい

じだとおもいました。        １年M さん 

ぼくがあいさつをすると、家ぞくも言ってくれて、

こころがあったかくなりました。お手つだいもがん

ばり、あったかことばがあったか行どうにもつなが

るんだと思いました。        ２年 O さん 

わたしは、いつも家ぞくだけじゃなく、きんじょ

の人にもあいさつをしています。あいさつのおかげ

で、おむかいのおばあちゃんといろんなお話をする

ことができました。         ２年 M さん 

ぼくは、じゅうどうに行きたくない日もあったけ

れど、行ってがんばったら、自分ががんばれた気も

ちになりました。          ３年 U さん 

ぼくは、ありがとうの気持ちをこめて家の中をかた

づけて、家ぞくが帰ってくるのをまっていました。か

たづけるのが気もちよかったです。   ３年 T さん 

オリンピックのバスケットボールをテレビで見てい

たら日本がドイツに負けていたけれど、日本選手のあき

らめないすがたがかっこよかったです。 ４年 K さん 

いつも家族や友達にあったかことばをたくさん使う

ことができました。あったかことばを使うと自分も相手

もあったかい気持ちになると思いました。４年 T さん 

私は、食器の片付けのお手伝いをしました。終わっ

たらお母さんがいつも「ありがとう」と言ってくれる

ので、いつもがんばろうという気持ちになります。「あ

りがとう」は、すごくよい言葉だとあらためて思いま

した。                ５年 K さん 

おばあちゃんの畑で、水やりをしたり、いろんな野菜を

つんで運んだりしました。おばあちゃんが「手伝ってくれ

てありがとう。助かったよ」と言ってくれてうれしかった

です。おいしい野菜を作ってくれるおばあちゃんにぼくも

「ありがとう」と言いたいです。     ５年Y さん 

朝起きて、お父さんやお母さんに「おはよう」と言っ

たら返してくれたのでうれしくて、家族にあいさつをす

るのは大切だということが分かりました。さらに、地域

で地蔵盆の協力金を集める時にも「こんばんは」と、あ

いさつをすると返してくれたことで、相手も自分もとて

も気持ちがよくなってうれしかったです。 ６年M さん 

私は、お母さんが洗った食器を 10 枚ふきました。お母

さんから「習い事やイベント、宿題がたくさんあって忙し

いから毎日１枚だけでいいよ」と言われたけれど、私はお

母さんも毎日忙しいから自分で考えてたくさんふくよう

にしました。お母さんがすごく喜んでくれたので、これか

らも続けようと思います。        ６年N さん 

 

 

 

 

 

 
 

＜創校 150周年記念事業について＞ 

創校１５０周年記念事業として計画していることを紹介します。 

１ 記念式典      11月９日（土） ９時 20分～（予定） 

２ 記念講演      11月９日（土） 式典後、海洋生物学者 渡辺佑基氏による講演予定 

３ 獅子舞       11月９日（土） 記念講演後、獅子舞予定 

４ 記念ミニコンサート 11月９日（土） 午後、富山県出身の音楽大学学生によるコンサート予定 

５ 記念手形アート   全校児童と希望される保護者や地域の方にも参加していただく予定 

６ 記念誌       作成中 

７ 記念広報誌     ３月の広報誌を特別号にする予定 

８ 記念品       玄関幕 

９ 校舎等記念写真   航空写真を５月撮影済み、クリアファイルを作成 

※ 詳細につきましては、後日お知らせします。変更になる場合もあります。 


